
令和４年度（2022年度）行政評価シート

令和 4 年 6 月 10 日

○施策の概要

1　成果指標

２　投入コスト

総事業費 1,429,636 766,922

事業費 1,379,638 718,365

人件費 49,998 48,557

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

％

平成31年4月1日 目標値 88.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0

実績値 96.0 96.0

単位 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備考

80.0
達成率 109.1% 100.0%

達成率 122.3% 99.3%

成果指標③ みんなのトイレの設置率 出典
所管課調べ（小中学校トイレの
洋式化率及びみんなのトイレ
整備状況から計算）

初期値

備考

平成31年4月1日 目標値 57.6 70.4 70.4 70.4 70.4 70.4

％
49.8

初期値 単位 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実績値 70.4 69.9

達成率 105.0% 104.8%

成果指標② トイレの洋式化率 出典
所管課調べ（小中学校トイレの
洋式化率及びみんなのトイレ
整備状況から計算）

％
76.0

平成31年4月1日 目標値 80.0 84.0 88.0 92.0 96.0 100.0

実績値 84.0 88.0

主な取組

（１）学校施設の計画的な整備
すべての児童生徒の良好な教育環境づくりのため、学校施設の老朽化対策や各種設
備の更新、学習・生活環境の改善に資する整備を計画的に進めます。また、学校規模
の適正化とともに、地域防災等の必要な機能を合わせ持った施設整備を進めていきま
す。
（２）学校施設の適正な管理
児童生徒の安全で安心な教育環境を維持するため、必要な点検・修繕等を適正に実
施します。

成果指標①
小・中学校における特別支援学級教室の設置
率

出典
所管課調べ（学校数及び特別
支援学級設置校数から計算）

初期値 単位 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備考

評価者 教育文化財部長　　佐々木 聡

総合計画上
の

位置付け
分野 4-(3)　学校教育 施策の方針 ４-(3)-②学校施設の管理・整備

目標とする
まちの姿

学校規模の適正化とともに、学校が地域コミュニティや地域防災の核であることに配
慮した、学校施設の計画的な再編や児童生徒の教育環境が良好に整備されていま
す。
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３　担当部評価

　（1）「施策の方針の成果指標」の達成状況等を踏まえた施策の達成状況の分析
教育文化財部

　（2）今後の方向性
教育文化財部

　（3）施策の方針にひもづく事務事業の評価結果
重
点
事
業

重

重

　（4）貢献度に関する分析
教育文化財部
　次の事業の実施により、施策の目標に貢献していると考えている。

小学校施設管理運営事業及び中学校施設管理運営事業は、児童生徒の安全で安心な教育環境
を維持するため、必要な点検・修繕等を適正に実施することができた。
　学校施設管理事業は、学校用地の賃借により、教育環境の維持を図ることができた。

学校安全対策事業は、警備員の配置や通学路法面整備の詳細設計等の実施により、児童生徒の
安全確保に向けた取組が推進できた。

小学校施設整備事業及び中学校施設整備事業は、老朽化対策事工事や特別支援学級教室の整
備等の実施により、教育環境の改善を図ることができた。

教育-16
中学校施設整備事
業

235 7,587 7,822 現状維持 Ａ 現状維持

中学校施設管理運
営事業

52,188 5,311 57,499 現状維持 Ａ 現状維持

教育-14
小学校施設整備事
業

254,151 17,450 271,601 現状維持 Ａ 現状維持

教育-15

教育-13
小学校施設管理運
営事業

114,129 11,381 125,510 現状維持 Ａ 現状維持

教育-12 学校安全対策事業 56,363 759 57,122 現状維持 Ａ 現状維持

教育-11 学校施設管理事業 46,236 1,517 47,753 現状維持 Ａ 現状維持

教育-08
中学校施設管理運
営事業

46,722 2,276 48,998 現状維持 Ａ 現状維持

教育-05
小学校施設管理運
営事業

148,341 2,276 150,617 現状維持 Ａ 現状維持

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

事業
評価

御成小学校及び西鎌倉小学校の老朽化対策工事の実施や七里ガ浜小学校特別支援学級教室の
整備に加え、関谷小学校のエレベーター設置に向けた取組や第一中学校通学路法面整備の詳細
設計等の実施による通学路の安全確保に向けた取組等を進めるとともに、課題であった特別教室等
の冷暖房設備設置に要する費用を令和4年度当初予算に計上したことにより、児童生徒が安全に安
心して学校生活を送ることができる良好な教育環境づくりが推進できたと考えている。

児童生徒の安全で安心な教育環境を維持するため、必要な点検・修繕等を適正に実施するととも
に、限られた財源の中で最小の経費で最大の効果が得られるよう学校施設の計画的な整備を図るた
め、公共施設再編計画を踏まえつつ、学校の適正規模や適正配置などを総合的に判断しながら、改
築や長寿命化改修の方向性等を示す学校整備計画の策定に取り組んでいく。

貢献度
最終
評価
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